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第３回周南市シティプロモーション市民ワークショップ議事要旨 

 

日時 2020年 9月 4日（金） 18 時 30 分～20 時 45分 

場所 徳山保健センター 健診ホール他 

出席者 ワークショップメンバー33名＜市民 19 名、市職員 14名＞ 

事務局 11名＜市職員 5名、委託業者 6 名＞ 

 

１．事務局からの説明 

事務局 

（職員） 

体調の事前チェックとコロナ対応やワークショップの進め方（自分一人だ

けで話さないこと）、資料の扱い注意（SNS での発信はしないこと）などに

ついて、注意喚起とお願いをする。 

事務局 

(委託業者) 

＜今後のスケジュール・各グループの方向性の共有についての説明＞ 

⚫ 各班が、いつ、どんなゴールに向かってやっていくのか、進捗状況を

確認しスケジューリングをしたので、意識合わせをしていきたい。 

⚫ 今後の進行スケジュールと各班の連携ということで、各班の進め方を

説明する。次回以降は、有志による実行としていきたい。 

⚫ 9月・10 月を、プランニングの目途にし、11 月からは、有志による実

行となる。ロゴの決定や広告祭の作品募集をし、記者発表、ホームペ

ージの公開を行っていく。 

⚫ クリエイティブ講座も開催し、1 月に広告祭の作品をホームページ上

で公開していく。審査・決定をデザイン班で実施していく。一般の方

からもＷｅｂ投票できるようにする。きさらぎ文化祭があるので、そ

こに広告祭ももっていきたい。審査で受賞された方の記者発表を 3 月

にして、賞の発表をＳＮＳでもしていく。イベント班・商品開発班で

は、中身を決めていきながら、決まった進捗に合わせて臨機応変に柔

軟に進めていく。 

事務局 

(委託業者) 

<グループワークの説明＞ 

⚫ 10 月 9 日以降は、完全にボランティアとし、今後については検討の

上、ご協力をお願いしたい。 

⚫ 提示したのは、年度内スケジュール。2 月がいろいろな山場となる。

有志で連携して、進めていきたい。 

⚫ 各班でのワーキングになるが、より具体的な中身をそれぞれ考えても

らいたい。 

⚫ デザイン班では、ロゴとキャッチコピーを形にしていかなければなら

ない。3種類程度作って、それを公募していく。 

⚫ 記者発表に関しては、場所や手法を決めていってほしい。 

⚫ ＳＮＳ班に関しては、インスタグラムでの企画やクリエイティブ講座
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を詰めていってほしい。ホームページは、別に進めていく。 

⚫ イベント班に関しては、今年度できること来年度以降できることをバ

ーチャルで進めるとか、きさらぎ祭とどう連携していくのかなどを検

討してもらいたい。 

⚫ 商品開発に関しては、多数のアイデアをいただいているので、来年度

以降のアイデアに生かさせてもらいたいものもあれば、今年度できる

ものを検討してもらいたい。 

事務局 

(委託業者) 

＜これまでの進捗状況についての報告＞ 

⚫ デザイン班：キャッチコピー・タグラインが、ほぼ方向性は確定して

いる。9 月中に決定、ロゴを作成し、10 月には市民の方にも見ていた

だきたい。 

⚫ 記者発表班：「みんなで発信！記者発表」とプロジェクト名を決定し

た。場所は、徳山動物園のゾウ舎で実施していく。実施概要に落とし

込んで、メディア・プレスの方に、どんな場所で・どんな形でやって

いくのかを具体化してくことを検討している。周南市の隠れた魅力が

たくさんあるということを忘れずに、今日のワークショップでサプラ

イズ的なアイデアを話し合っていく。 

⚫ ＳＮＳ班：インスタグラムを 10 月にはスタートさせたい。市が発信

しているインスタグラムを生かしつつ進めていきたい。クリエイティ

ブ講座を 11 月に行いたい。講師の選定などを本日話し合いたい。ホ

ームページに関しては、ホームページ上で、隠れた魅力があるという

ところを更新していけるような枠組みなどを話し合う。 

⚫ イベント班：今年度できること、来年度以降できることを振り分けし

ながら、考えていきたい。新型コロナ対策も考慮し、人が集まるよう

なことは難しいのでオンライン上でできるようなものを考えていき

たい。バーチャル周南やリモートでリレーのようなものも検討してい

きたい。 

⚫ 商品開発班：今年度できること、来年度以降でできることで調整して

いきたい 

 

２．グループワーク（各班に分かれ、部屋を移動） 

３．グループワーク班別発表 

メンバー 

( イ ベ ン ト

班) 

 

⚫ バーチャルとリアルで考えている。周南の魅力を発信すること、関係

人口を増やすためにどうしていくのかを考えていく。 

⚫ バーチャルチームは、あつまれどうぶつの森で、周南の島を作る。作

っていく上で、マイデザインやどういうふうに関わってもらうのかを

考える。デザインの募集や公認クリエイターなど、今後島を作ってい

くメンバーの募集を広告祭に合わせて発表できればと思う。ネットを
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利用し募集を募り、ＳＮＳ班と連携することで話題性を出す。高校生

や高専の方を含めて、周南市を知っていて広めていってほしい。 

⚫ リアルチームは、絆・伝えるということから、アクションリレーをし

たい。コロナが収まってからでも、できるように準備をしたい。 

メンバー 

(ＳＮＳ班) 

⚫ インスタグラム・クリエイティブ講座・広告祭の 3 本の柱を決めた。 

⚫ インスタグラムは、関係人口を作っていくことから、ゼロからではな

く市が配信しているアカウントを利用していこうとなった。メーンと

なる＃ハッシュタグを浸透させていって、月替わりでテーマを決めて

＃ハッシュタグを変えていく。＃しゅうなんレトロ、＃しゅうなんの

食べ物、＃しゅうなんのお店など。 

⚫ クリエイティブ講座では、市民レベルでの情報発信力を高めていくと

効果的になる。インスタグラムの運用や動画の CM 講座、ポスターの

制作について講座を進めたい。 

⚫ クリエイティブ講座を受講していただいた方に、リアルに体験しても

らうため広告祭に参加してほしい。 

⚫ 広告祭をきさらぎ文化祭に合わせ、2 月に開催したい。駅前図書館を

フルに活用し、盛り上がるように開催していきたい。 

メンバー 

( 記 者 発 表

班) 

⚫ 動物園で記者発表していく。ゾウ舎が第一候補。ペンギンの水槽前や

ふれあい広場も候補に上がっている。 

⚫ メディアに取材してもらうのに、目玉を設定していきたい。マスクに

ハンコを押したい。案として、ゾウにくす玉を割ってほしい、プロジ

ェクションマッピングをゾウ舎に向けてできたらとか、フクロウを飛

ばしたりなどの意見が出た。ヤギが橋を歩くことから、ヤギに手紙を

持ってきてもらうなどの意見が出た。 

⚫ 子供たちやしゅうゾウ君も参加できたらと思う。 

メンバー 

( 商 品 開 発

班) 

⚫ もの・こと・体験など、いろいろなジャンルがあって、ものを作れば

予算も必要となる。 

⚫ 情報誌という案も出たが、紙では情報にタイムラグが発生する。ある

もの、あることを発信するようになる。 

⚫ ＳＮＳ班と被る部分もある。動画を作ったらどうか、新しいチャンネ

ルを開設したらどうかなど。 

⚫ 最終的には、無いものを作ってみたい。チャレンジするということ。

前向きな意見で今日は終わった。 

メンバー 

( デ ザ イ ン

班) 

⚫ タグラインは決まらなかった。今日のワーキングの前に、たくさん案

を出してもらい、その中からはまとまりきらなかった。 

⚫ 周南市の中の「吉」・「幸」・「力」としようとしていたが、「幸」だけに

しぼった。真ん中に「幸」があることに決めた。 

⚫ キャッチコピーの方向性としては、タグラインの中には、「幸」「吉」
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「力」があることを言葉では表さず、見て気付いてもらうということ

とした。ちょうどいい言葉を見つけていこうというところまで、話し

合った。 

次回の予告をして閉会する。 


